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山口大学

・産学連携促進

・大型外部資金獲得

・大学発ベンチャー

・国際共同研究の増加

・グローバル人材育成
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医療技術・機器開発拠点

× × 企業・社会宇部市／山口県

・開発コスト削減。

・アカデミアとの関係

→医療機器開発の推進

・人材育成

・山口大学をハブに国際化

・工場、研究所開設

→雇用創出。

・医療/企業ツーリズム

・地方創生のモデル化

次世代にバトンを継承し、社会に貢献する。

シナジー効果


